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●
日
　
　
時

２
月
21
日（
土
）・
午
後
１
時
〜

●
会
　
　
場

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

●
対
象
者
・
人
数

小
学
１
年
生
以
上
の
福
岡
県
内
に
居

住
す
る
人
で
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
に
興
味
が
あ
り
、
継
続

し
て
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
意
欲
の
あ
る
人
・
40
人

程
度
（
ダ
ン
ス
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
齢

の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
の
ス
テ
ッ
プ
が

習
得
で
き
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
）

※
全
練
習
日
の
う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
参
加
が
必
要
で

す
。（
練
習
参
加
に
要
す
る
交
通
費
の
う
ち
、
一
部
を
支

給
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
練
習
日（
３
月
〜
10
月
・
レ
ッ
ス
ン
会
場
は
中
間
市
内
）

〇
毎
月
第
１
、
３
木
曜
日
・
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

〇
第
２
土
曜
日
・
午
前
10
時
〜
正
午

●
応
募
方
法

市
役
所
案
内（
本
館
１
階
）お
よ
び
国
民
文

化
祭
準
備
室（
本
館
３
階
）に
応
募
用
紙
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
顔
写
真
を
貼
付
し

て
、
郵
送
ま
た
は
事
務
局
に
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い

（
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

※
応
募
用
紙
は
、
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切

２
月
17
日（
火
）・
当
日
消
印
有
効

●
審
査
方
法

当
日
発
表
す
る
規
定
曲
に
あ
わ
せ
て
踊
っ

て
い
た
だ
き
、「
国
民
文
化
祭
・
中
間
市
実
行
委
員
会

企
画
委
員
」
が
審
査
を
行
い
ま
す
。
踊
れ
る
服
装
と
室

内
用
の
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

合
否
の
結
果
は
、
２
月
27
日（
金
）ま
で
に
、
応
募
者
に

通
知
し
ま
す

●
応
募
・
問
合
先

第
19
回
国
民
文
化
祭
　
中
間
市
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
準
備
室
〔
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中
間
市
中

間
一
丁
目
１
‐
１
・
1（
２
４
６
）６
２
７
８
〕

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す

全
国
か
ら
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
愛
す
る
人
々
が
集
合
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
み
な
さ
ん
に
よ
る

歓
迎
演
技
で
幕
を
開
け
ま
す
。

初
心
者
で
も
Ｏ
Ｋ
。
あ
な
た
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き

平
成
16
年
11
月
６
日
（
土
）
■
と
こ
ろ

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▲写真はダンスグループＳａｍａｄｈｉ

【
内
容
】
全
国
各
地
で
活
躍
中
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
演
技
の
祭
典（
約
20
団
体
）



2

市税（市民税、固定資産
税、都市計画税、市たば
こ税、軽自動車税など）

負担金、使用料、
手数料など

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

寄 附 金

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

利 子 割 交 付 金

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

市　 債

地方特例交付金

みなさんが納めた税金です。
都市計画税は、下水道や街
路事業に充当しました。

保育所の入所負担金や住民
票の発行手数料などです。

市が所有する土地の売却
代金などです。

各種基金（貯金）から繰
り入れしたものです。

前年度から繰り越された
ものです。

預金利子や受託事業収入
などです。

寄附をいただいたものです。

市の財政力に応じて国から交
付されるお金で、財源は所得
税や法人税、酒税などです。

市が行う事業に対する、
国からの補助金や負担金
などです。
市が行う事業に対する、
県からの補助金や負担金
などです。
自動車重量税などの一部を、
道路の延長および面積に応
じて譲与されたものです。
消費税５パーセントの一部
である地方消費税を、県か
ら交付されたものです。

自動車取得税の一部を、県
から交付されたものです。

預金利子などにかかる税
金の一部を、県から交付
されたものです。
交通違反反則金を財源に、
交通安全施設整備のために
国から交付されたものです。
建設事業などの財源として
市が借入れを行ったもので、
長期にわたって返済します。
恒久的な減税に伴う、地方税の
減収の一部を補てんするために
国から交付されたものです。

40億1,018万円

３億1,681万円

１億2,453万円

４億1,377万円

５億8,993万円

２億1,835万円

10万円

59億6,917万円

29億9,224万円

６億9,166万円

１億6,115万円

３億1,263万円

9,612万円

5,355万円

1,226万円

15億2,637万円

１億3,430万円

自
主
財
源
（
市
が
独
自
で
収
入
で
き
る
も
の
）

依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
も
の
）

一般会計

議会費
２億2,962万円

総務費
24億2,300万円

民生費
64億 742万円

衛生費
13億1,429万円

労働費
８億9,930万円

農林水産業費
8,996万円

商工費
２億4,729万円

土木費
14億5,261万円

消防費
５億7,180万円

教育費
14億8,622万円

災害復旧費
374万円

公債費
18億6,543万円

議会運営のための経費で、主
なものは議員報酬などです。

市役所の一般事務経費や各種
基金への積立などが主なもの
です。
高齢者福祉費・児童福祉費・
障害者福祉費・生活保護費な
どが主なものです。

ごみ・し尿の処理費用や各種
保健業務などが主なものです。

特定地域・産炭地域開発就労
事業が主なものです。

農業振興のための経費です。

商工業振興や、まつり事業の
ための経費です。

道路、街路、公園整備などが
主なものです。

消防署運営や、防災のための
経費です。

小中学校やなかまハーモニー
ホール、中央公民館の管理運
営経費などが主なものです。

災害復旧事業が主なものです。

市債の元利償還金が主なもの
です。

中
間
市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
や
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
収
入
で
、
明
る
く
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
の
決
算
が
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付

け
て
中
間
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
施
策
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
の
収
入
総
額

は
１
７
６
億
２
、３
１
２
万
円
、
支
出
総
額
は
１
６
９

億
９
、０
６
８
万
円
で
、
差
引
６
億
３
、２
４
４
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
会
計
に
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会

計
・
地
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
公
共
用
地
先
行

取
得
特
別
会
計
を
加
え
た
普
通
会
計
で
も
、
収
入
総

額
１
７
２
億
５
、８
８
２
万
円
、
支
出
総
額
は
１
７
１

支出総額169億9,068万円

収入総額176億2,312万円
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総務費（総務費（14.14.3％）％）

教育費教育費
（8.8.7％）％）

    農林農林
    水産業費水産業費
（0.50.5％）％）

      衛生費衛生費
（7.7.7％）％）

      労働費労働費
（5.35.3％）％）

    公債費公債費
（11.01.0％）％）

災害復旧費災害復旧費
        （0.020.02％）％）

    商工費商工費
（1.51.5％）％）

民生費（民生費（37.737.7％）％）

消防費消防費
                （3.3.4％）％）

土木費（土木費（8.58.5％）％）

議会費（議会費（1.41.4％）％）

総務費（14.3％）

教育費
（8.7％）

  農林
  水産業費
（0.5％）

   衛生費
（7.7％）

   労働費
（5.3％）

  公債費
（11.0％）

災害復旧費
    （0.02　％）

  商工費
（1.5％）

民生費（37.7％）

消防費
        （3.4％）

土木費（8.5％）

議会費（1.4％）

特別会計国民健康保険事業

住宅新築資金等特別会計

地域下水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

歳入　40億 239万円
歳出　43億6,416万円

歳入　　　3,092万円
歳出　５億5,432万円

歳入　１億1,038万円
歳出　１億 395万円

歳入　20億3,207万円
歳出　20億1,470万円

歳入　61億4,710万円
歳出　61億7,340万円

歳入　23億8,076万円
歳出　23億7,314万円

●中間市インターネット整備事業
市民がパソコンや携帯電話を利用して、新鮮な市政
情報を手に入れたり、気軽に公共施設の予約を行っ
たりできるように、ホームページの刷新をはじめとし
た「ｉ（愛）ねっと整備事業」を推進しました。

●契約課の新設
公共工事などの契約に関して、公正な競争、透明性
の確保を図りました。

●明るい街づくりの推進
明るい街づくり課（14年当時は推進室）で、市民生活
の安定と安全のため、新たに２人の警察官ＯＢを職
員として採用し、警察との連携強化を図りながら、
市民の防犯相談受付や巡回活動を実施しました。

●中間市環境保全実行計画の策定
環境問題への取り組みを中間市全体の運動に広げて
いくために、まず市役所や公共施設内のリサイクル
や省エネなど、環境対策を推進しました。

●中間市男女共同参画社会の実現
男女共同参画社会の実現のために、15年度中に「中
間市男女共同参画プラン」を策定することとしてお
り、その基礎資料として市民意識調査を行いました。

自主財源
32.1％

依
存

財
源
67.9％

市税（市税（22.722.7％）％）

地方交付税（地方交付税（33.933.9％）％）

 繰越金繰越金
（2.32.3％）％）

国庫支出金国庫支出金
県支出金県支出金
（20.920.9％）％）

    地方消費税地方消費税
    交付金交付金
（1.81.8％）％）

    市債市債
（8.78.7％）％）

    その他その他
（2.62.6％）％）

財産収入財産収入
（0.70.7％）％）

    負担金負担金
    使用料など使用料など
（1.81.8％）％）

    繰越金繰越金
（3.43.4％）％）

市税（22.7％）

地方交付税（33.9％）

 繰入金
（2.3％）

 諸収入など
（1.2％）

国庫支出金
県支出金
（20.9％）

  地方消費税
  交付金
（1.8％）

  市債
（8.7％）

  その他
（2.6％）

財産収入
（0.7％）

  負担金
  使用料など
（1.8％）

  繰越金
（3.4％）

■
一
般
会
計
収
入
■

○
市
民
一
人
当
た
り
　
３
６
２
、１
８
３
円

○
一
世
帯
当
た
り
　
９
０
９
、７
６
８
円

■
一
般
会
計
支
出
■

○
市
民
一
人
当
た
り
　
３
４
９
、１
８
６
円

○
一
世
帯
当
た
り
　
８
７
７
、１
２
０
円

（
平
成
15
年
３
月
31
日
現
在

人
口
４
８
、６
５
８
人

１
９
、３
７
１
世
帯
）

億
４
、３
３
５
万
円
で
、
差
引
１
億
１
、５
４
７
万

円
の
黒
字
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
15
年
度
へ
の
繰

越
財
源
を
除
く
と
、
実
質
収
支
は
８
、３
６
４
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
配
分

と
支
出
の
い
っ
そ
う
の
効
率
化
を
図
り
、
堅
実
な

財
政
を
堅
持
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

主
に
一
般
会
計
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
か
、
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計の決算状況

収入

支出

14 年 度 の 主 な 事 業
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今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
き

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
始
ま
り
ま
す
。

申
告
受
付
は
、
い
ず
れ
も
３
月

15
日（
月
）ま
で
で
す
。
税
務
署
へ

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど

の
申
告
は
、
中
間
市
役
所
で
の
申

告
相
談
日
に
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
、

毎
年
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、
直
接
、

税
務
署
で
申
告
す
る
方
が
早
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
相
談

●
贈
与
税
の
申
告
は

２
月
２
日（
月
）か
ら

●
所
得
税
の
申
告
は

２
月
16
日（
月
）か
ら

税
務
課
市
民
税
係

1（
２
４
６
）６
２
３
８

問合先

申告相談日時・場所

※
次
の
４
日
間
は
、
中
間
市
役
所
で
の
申
告
相
談
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
直
接
若
松
税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
２
月
18
日（
水
）・
２
月
25
日（
水
）・
３
月
３
日（
水
）・
３
月
10
日（
水
）

譲
渡
所
得

関
　
　
係

所

得

税

●受付時間
〇午前９時～11時
〇午後１時～４時
●受付場所
市役所３階・第２、３会議室

２
月
16
日（
月
）・
17
日（
火
）・
19
日（
木
）

20
日（
金
）・
23
日（
月
）・
24
日（
火
）

26
日（
木
）・
27
日（
金
）

３
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）・
４
日（
木
）

５
日（
金
）・
８
日（
月
）・
９
日（
火
）

11
日（
木
）・
12
日（
金
）・
15
日（
月
）

２
月
17
日（
火
）・
３
月
４
日（
木
）

月
　
　
　
日

区
　
　
分

例年受け付けている所得税の還付申
告は、本年も、「遠賀コミュニティー
センター」で行います。
国民健康保険税納税証明書や国民年

金保険料納付額証明書などの控除証明
書を、必ずお持ちください。
●期　　間 １月29日（木）～２月６日

（金）
※土・日曜日、２月４日（水）は休みで
す。
●受付時間 午前９時30分～11時30分

午後１時～３時30分
●場　　所 遠賀コミュニティーセン

ター1（２９３）６５２５

所得税の還付申告は…

案　　内　　図

遠賀コミュニティーセンター

（遠賀総合運動公園）

グラウンド

駐
車
場

駐
車
場

勤労者体育
センター

消防署
遠賀町
　役場
ローソン

セブン
イレブン

至折尾→

遠
賀
川

↑
至
芦
屋

ユメタウン
遠賀

ホームセンター
Gooday

至
中
間
↓

旧国道3号線

国
道
３
号
線

  Ｊ  Ｒ
遠賀川駅

  ＪＲ
水巻駅

←至岡垣

←至岡垣

↑
至
芦
屋

～お済みでしょうか～

償却資産償却資産のの申申申申告告告告
償却資産とは、個人や法人で工場や商店などを経

営している人や、駐車場やアパートなどを貸し付け
ている人が、その事業のために用いている構築物、
機械、器具・備品などで減価償却の対象となるもの
をいいます。
償却資産は、土地や家屋と同じように、固定資産

税の課税対象となります。
償却資産の申告は、前年と比べて資産に異動のな

い場合でも、その旨提出していただくことになって
いますので、提出期限までに申告をお願いします。
まだ申告していない人で、申告書を紛失・破損し

た人や、申告書が手元に届いていない人は、税務課
資産税係までご連絡ください。
また、すでに申告し、その内容に変更のある人は、

修正申告をしてください。
●提出期限 ２月２日（月）
●問 合 先 税務課資産税係1（２４６）６２７４

救急法救急員養成講習会を開催
思わぬ災害や事故にあった人、急病になった人にとっ

さの応急手当を施して、医師の手に渡すまでの救急法の
知識と技術を身につけることを目的としています。
●日　　程 ３月12日（金）、13日（土）、14日（日）・午
前９時～午後５時
●会　　場 総合保健福祉センター「アシスト21」（小
倉北区馬借一丁目）
●受講資格 満15歳以上で、全期間出席できる人
●定　　員 40人
●申込期間 ２月１日（日）～13日（金）
●経　　費 3,000円（教材費実費）
●申込方法 会場名、氏名、生年月日、住所、職業、連
絡先を明記し、往復はがきで申し込みください
※申込者が定員を超えた場合は、申込締切後に抽選しま
す。
●申込・問合先 日本赤十字社福岡県支部（〒８１５‐
８５０３福岡市南区大楠三丁目１‐１）
1０９２（５２３）１１７１



中
間
市
で
は
次
の
と
お
り
、
市

有
地
を
売
却
し
ま
す
。

●
物
　
　
件

中
間
三
丁
目
１
０
０

１
３
番
６
・
宅
地
・
981
㎡
25

●
売
却
価
格

４
９
、
５
５
３
、
０
０
０
円

●
応
募
受
付

１
月
26
日
（
月
）
〜

※
申
込
お
よ
び
契
約
内
容
な
ど
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

管
理
課
用
地
係

1（
２
４
６
）
６
２
５
７

平
成
15
・
16
年
度
に
中
間
市
が

発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
、
製
造

の
請
負
、
そ
の
ほ
か
の
契
約
（
印

刷
製
本
、
委
託
事
業
な
ど
）
に
関

し
、
物
品
供
給
等
有
資
格
者
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
の
名
簿
の

閲
覧
が
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
内
容

平
成
15
・
16
年
度
の

有
資
格
業
者
（
業
者
名
・
業
種
・

品
目
な
ど
）

●
閲
覧
場
所

契
約
課
（
市
役
所
別

館
４
階
）

●
閲
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
き
ま
す
）

●
問

合

先

契
約
課
1（
２
４
６
）

６
２
５
５

●
日
　
　
時

２
月
17
日
（
火
）、
18

日
（
水
）
・
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

●
場
　
　
所

水
巻
町
い
き
い
き
ほ

ー
る
（
水
巻
町
頃
末
南
三
丁
目
）

●
対
　
　
象

妊
娠
や
出
産
、
育

児
、
介
護
な
ど
で
職
場
を
離
れ
、

再
就
職
を
希
望
す
る
人
（
上
記

以
外
の
再
就
職
を
希
望
す
る
人

も
申
し
込
め
ま
す
）

●
募
集
人
数

30
人

●
受

講

料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

１
、
２
０
０
円
は
受
講
者
負
担
）

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切

２
月
10
日
（
火
）

●
託
　
　
児

無
料
（
昼
食
、
お
や

つ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
選
　
　
考

申
込
者
多
数
の
場
合

は
、
育
児
な
ど
に
よ
る
退
職
者

を
優
先
し
て
選
考
し
ま
す

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
北
九

州
労
働
福
祉
事
務
所

1（
５
７
１
）
６
４
４
０

5（
５
９
２
）
８
５
０
５

●
日
　
　
時

２
月
22
日
（
日
）
・

午
前
９
時
〜

●
会
　
　
場

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
チ
ー
ム
編
成

団
体
戦

３
人
１
チ
ー
ム
（
チ
ー
ム
数
に

制
限
な
し
）
選
手
は
、
同
一
町
内

に
居
住
す
る
中
学
生
以
上
で
編
成

し
、
３
人
の
う
ち
一
人
以
上
は
、

60
歳
以
上
の
人
ま
た
は
女
子
を
含

む
こ
と

個
人
戦

①
一
般
男
子
の
部
（
60
歳
未
満
）

②
シ
ル
バ
ー
男
子
の
部（
60
歳
以
上
）

③
一
般
女
子
の
部
（
年
齢
不
問
）

④
初
級
者
の
部
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

●
団
体
戦
代
表
者
会
議

〇
日
　
　
時
…
２
月
17
日
（
火
）
・

午
後
６
時
30
分
〜

〇
場
　
　
所
…
中
央
公
民
館
・
第

１
研
修
室

●
個
人
戦
の
組
み
合
わ
せ
抽
選

大
会
当
日
・
午
前
８
時
〜

●
申
込
方
法

〇
団
体
戦
…
代
表
者
会
議
当
日
ま

で
に
各
町
内
公
民
館
長
を
通
じ
、

参
加
申
込
書
を
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

〇
個
人
戦
…
大
会
当
日
、
午
前
８
時

40
分
ま
で
に
、
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
で
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課

1（
２
４
６
）
６
２
２
４

不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
お
よ

び
未
然
防
止
の
た
め
、
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
18
日
（
水
）
・

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
受
付

は
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
　
　
所

遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
問

合

先
（
社
）
福
岡
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会

1
０
９
２
（
６
３
１
）
１
７
１
７

●
日
　
　
時

１
月
31
日
（
土
）
・

午
後
２
時
〜
５
時
30
分

●
場
　
　
所

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

●
内
　
　
容

中
間
高
校
の
文
化
部

（
吹
奏
楽
部
・
演
劇
部
・
ギ
タ

ー
部
・
書
道
部
・
美
術
部
・
パ

ソ
コ
ン
部
・
写
真
部
・
放
送

部
）
が
ス
テ
ー
ジ
・
展
示
部
門

に
分
か
れ
て
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
中
間
市
内
４
中
学
校
の

芸
術
作
品
も
出
品
さ
れ
ま
す

●
入
　
　
場

無
料

●
問

合

先

中
間
高
等
学
校

1（
２
４
６
）
０
１
２
０

5

ホームヘルパー１級課程の受講生を募集
●対 象 者 ホームヘルパー２級課程修了後１年以上
ホームヘルパーとして活動した人
●受講費用 訪問介護員養成研修130,000円〔障害者（児）
ホームヘルパー養成講座も併せて受講は20,000円、ガ
イドヘルパー養成研修は18,000円の追加料金が必要〕

※障害者（児）養成研修・ガイドヘルパー養成研修講座
単独の受講はできません。
●募集定員 40人
●申込締切 ２月29日（日）・当日消印有効
●研修内容 研修開始は４月８日（木）、講義21日（90.
５時間）、実技14日（72時間）、実習15日（88時間）
●研修場所 宗像会場（日本赤十字社福岡県支部　宗像
ホームヘルパー研修センター）
●申込方法 住所・氏名・郵便番号・電話番号を明記の
うえ、140円切手を同封して申込書を請求ください
●申込・問合先 日本赤十字社福岡県支部１級ホーム
ヘルパー養成研修担当係〔〒８１５‐８５０３福岡
市南区大楠三丁目１‐１1０９２（５２３）１１７１〕

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

〜
物
品
供
給
等
有
資
格
者
名
簿
の
〜

閲
覧
が
で
き
ま
す

‐
参
加
チ
ー
ム
募
集
‐

中
間
市
卓
球
大
会

じんけんコンサートを開催
人権とは何かを考えさせてくれる歌を聞か

せる「願
がん

児
じ

我
が

楽
ら

夢
め

」のみなさんによるコンサ
ートです。いっしょに楽しみましょう。
●日　　時 ２月14日（土）

午前10時30分～11時30分
●場　　所 こすもす保育園・遊戯室
●問 合 先 こすもす保育園

1（２４５）３２２１

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

‐
ご
利
用
く
だ
さ
い
‐

宅
地
建
物
の
無
料
相
談
所

〜
中
間
高
校
の
〜

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４



6

市
民
課
　
年
金
係
　
1（
2
4
６
）６
２
４
０

金

国
民
年

20
歳
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？

●
市
役
所
で
加
入
手
続
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
人
が
加
入
し
、
老
後
や
万
が
一

の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、
ま
た
は
一
家
の
働
き
手
を

失
っ
た
家
族
（
妻
子
）
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
備
え
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に

加
入
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

就
職
し
て
す
で
に
他
の
公
的
年

金
制
度
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
）

に
加
入
中
の
場
合
は
、
自
分
で
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
あ

な
た
の
基
礎
年
金
番
号
を
記
し
た

「
年
金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
基
礎
年
金
番
号
に
よ
っ
て
、

あ
な
た
の
年
金
加
入
履
歴
を
管
理

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
で
あ
っ
て
も
必
ず
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
多
く
の
学
生

に
は
収
入
が
な
い
た
め
、「
学
生

納
付
特
例
」
の
申
請
を
し
、
承
認

さ
れ
れ
ば
そ
の
期
間
の
保
険
料
を

「
後
払
い
」
に
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

経
験
豊
富
な
中
小
企
業
診
断
士
・

社
会
保
険
労
務
士
で
あ
る
講
師
が
、

経
営
者
も
労
働
者
も
納
得
す
る
制

度
の
作
り
方
を
お
話
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
４
日
（
水
）
・

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
　
所

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ

テ
ル
１
階
・
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

●
内
　
　
容

〇
講
演
「
働
く
人
も
企
業
も
活
か

し
き
る
！
成
果
主
義
賃
金
制
度

の
ポ
イ
ン
ト
」

〇
講
師
　
山
内
　
繁
さ
ん
（
中
小
企

業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
）

●
対

象

者

事
業
主
お
よ
び
人
事

担
当
者
ま
た
は
テ
ー
マ
に
関
心

の
あ
る
人
・
約
80
人

●
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
北
九

州
労
働
福
祉
事
務
所

1（
５
９
２
）
３
５
０
７

福
岡
県
は
、
求
職
者
の
就
職
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
合
同
会
社

説
明
会
「
福
岡
県
就
職
支
援
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
４
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

〇
業
種
別
合
同
会
社
説
明
会

２
月
16
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

〇
職
種
別
合
同
会
社
説
明
会

３
月
１
日
（
月
）
〜
４
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
　
正
午
〜
午
後
６
時

（
受
付
終
了
午
後
５
時
30
分
）

●
場
　
　
所

Ａ
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
８
階

Ｆ
Ａ
Ｚ
展
示
場
（
小
倉
北
区
浅

野
三
丁
目
８
‐
１
）

●
問

合

先

（
株
）
雇
用
促
進
事

業
会
1（
５
３
３
）
０
８
０
０

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
、

関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
「
福
祉

の
職
場
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

２
月
６
日
（
金
）
・

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
　
　
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
内
　
　
容

福
祉
施
設
と
求
職
者

と
の
面
談
／
全
国
福
祉
求
人
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
／
福
祉
関

係
資
格
取
得
相
談
／
求
職
相

談
・
登
録
／
福
祉
関
係
資
料
の

展
示
と
提
供
／
授
産
施
設
商
品

の
展
示
・
販
売
な
ど

※
面
談
は
、
直
接
採
用
に
結
び
つ

く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
参
加
方
法

申
込
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
直
接
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）

●
定
　
　
員

２
、
０
０
０
人

●
問

合

先

福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会
1
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３

１
０

「
福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会
」

は
、
医
師
、
弁
護
士
な
ど
の
第
三

者
で
構
成
さ
れ
、
専
門
の
立
場
か

ら
相
談
や
助
言
を
し
ま
す
。

〇
申
し
出
は
、
本
人
、
家
族
、
代

理
人
か
ら
で
き
ま
す

〇
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す

〇
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

〇
名
前
を
言
わ
な
く
て
も
相
談
で

き
ま
す

〇
手
紙
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す

●
相
談
日
時

毎
週
火
曜
〜
日
曜
日

・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
相
談
受
付
・
問
合
先

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
〒
８
１
６
‐
０
８
０
４
春
日

市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

1
０
９
２
（
９
１
５
）
３
５
１
１

5
０
９
２
（
９
１
５
）
３
５
１
２

福
岡
県
合
同
会
社
説
明
会

‐
応
援
し
ま
す
福
祉
の
仕
事
‐

福
祉
の
職
場
説
明
会

〜
中
小
企
業
労
働
問
題
講
習
会
〜

人
事
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

～だれでも参加できる～

点字通信講座を開催
点字をまったく知らない人を対象

に、テキストにそって点字を打って
いただき、郵送されたものを添削し
送り返す方式で、点字をマスターす
るところまで指導します。
●期　　間 教材が届いてから１年間
●費　　用 12,800円（点字指導料、点
訳テキスト、点字練習器、点字用
紙、補助教材、材料郵送費などを
含む）
●申込方法 はがきに「通信講座希望」
と明記し、郵送してください（ＦＡ
Ｘでも可）
●申込・問合先 市川点字図書館通
信部（〒１０８‐００１４東京都港
区芝四丁目７‐６・尾家

お か

ビル１階）
1・5０３（５４３９）６７７２

〜
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
へ
の
〜

お
手
伝
い
を
し
ま
す

２月の祝日に伴うごみの振替日
２月11日の第２水曜日ビン・カン収集地区

は、２月14日（土）に振替えます。
２月11日はもえるごみを収集しません。

振替日程表

●問 合 先 環境保全課1（２４５）５３００

もえるごみ

２月11日（水）建国記念日

２月の祝日

収集しません

ビン・カン（資源ごみ）

２月14日（土）に振替えます



４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
と
平
等
割
が
変
わ
り
ま
す

12月の住民基本台帳から

のうごき
■人口　48,581人 （－17）

男　22,789人 （－21）

女　25,792人（＋ 4）

■世帯数 19,521    （－ 2）

（ ）内は前月比

■出生　20人■死亡　40人

■転入 143人■転出 140人

険
シリーズ

保

健

129

民

康

国

健
康
増
進
課
　
国
保
医
療
係
1（
2
4
６
）
６
２
４
６

11月 累計
件　　数　 28件 365件
死　　者 0人 4人
負 傷 者 33人 461人

交通事故発生状況（ ）

人人
12月　累計

件　　　数　　1件 12件
建 物 火 災 0件 9件
林 野 火 災 0件 0件
車 両 火 災 0件 0件
その他火災　　1件 3件

１月
～12月

１月
～12月

人人火火災災火災発生件数（ ）

世
帯

普通救命講習会（人工呼吸法、
心臓マッサージ法など）を開催

中間市在住の人や通勤、通学の人を対象に、普通救命講習会を毎月
第４水曜日に開催しています。 ※詳しくはお問い合わせください。
●問合先 中間市消防署救急救助係1（２４５）０９０１
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中
間
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
平
成
10
年
度
以
降
、
毎
年
度
赤

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
増
え
つ
づ
け
る
医
療
費

に
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
11
月
に
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
の
答
申
を
得
て
、
12
月
議
会
で
中
間
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
定
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
税
率
は
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児
に

対
し
、
幼
稚
園
と
同
じ
教
育
内
容

に
加
え
、
言
語
指
導
と
聴
覚
活
用

の
た
め
の
、
き
め
細
か
い
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
対

象

者

聴
覚
障
害
の
た
め
に

聞
こ
え
や
言
葉
の
発
達
に
困
っ

て
い
る
幼
児
（
平
成
12
年
４
月

２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
）

●
募
集
期
間

１
月
26
日
（
月
）
〜

２
月
６
日
（
金
）
・
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

●
志
願
手
続

所
定
の
入
学
願
書
お

よ
び
調
査
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
は
直
方
聾ろ

う

学
校
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

●
改
定
内
容

※
軽
減
判
定
は
、
今
ま
で
の
と
お
り
で
す
。

ハンセン病を正しく理解しましょう
～偏見や差別をなくす第一歩です～

○遺伝病ではありません
○感染力の極めて弱い細菌による病気です。
飲食や入浴などの日常生活を通じて感染す
るものではなく、「伝染性の疾病」には該当
しません
○すぐれた治療薬が開発されており、数日か
ら１週間ほどの外来治療で完治します
○回復した人に接触しても感染することはあ
りません
○早期に治療すれば身体に障害が残ることはあ
りません。身体の変化は後遺症にすぎません
○療養所に入所しているほとんどの入所者が
ハンセン病自体は治癒しているにもかかわ
らず、ハンセン病に対する偏見や差別が地
域社会への復帰を困難にしています
●問 合 先 福岡法務局北九州支局人権擁護係

1（５６１）３５４２

●
就
学
奨
励
費

国
で
は
、
就
学

奨
励
の
た
め
、
家
庭
の
所
得
額

に
応
じ
て
、
次
の
補
助
金
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
支
給
し
て
い

ま
す

〇
通
学
に
要
す
る
交
通
費
（
付
き

添
い
交
通
費
含
む
）

〇
学
校
給
食
費

〇
学
用
品
購
入
費

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
立
直

方
聾
学
校
（
〒
８
２
２
‐
０
０

０
１
直
方
市
感
田
346
‐
１
番
地
）

1
０
９
４
９
（
２
６
）
５
３
５
１

●
対

象

者

〇
県
内
で
新
規
就
農
を
志
す
人
（
農

業
法
人
に
就
職
も
含
む
）

〇
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業
者

〇
品
目
転
換
を
志
す
農
業
者

●
募
集
定
員

20
人
以
内
（
年
間
）

●
研
修
内
容

〇
野
菜
コ
ー
ス
…
施
設
の
イ
チ
ゴ
、

ト
マ
ト
、
ナ
ス

〇
花
き
コ
ー
ス
…
施
設
の
キ
ク
（
切

花
）、
花
壇
苗

※
研
修
期
間
は
６
ヵ
月
以
上
１
年

以
内
で
、
原
則
年
度
を
越
え
ま
せ

ん
。
受
講
開
始
は
４
月
、
９
月

（
年
２
回
）
で
す
。

●
申
込
締
切

２
月
27
日
（
金
）

●
面

接

日

３
月
８
日
（
月
）

●
応
募
方
法

所
定
の
技
術
習
得

研
修
申
込
書
に
就
農
計
画
、
営

農
計
画
の
い
ず
れ
か
と
健
康
診

断
書
を
添
え
て
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
農
業

大
学
校
（
〒
８
１
８
‐
０
０
０

４
筑
紫
野
市
大
字
吉
木
７
６
７
）

1
０
９
２
（
９
２
５
）
２
４
０
３

●
対
　
　
象

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
学
校
に
入
学
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
人
の
保
護
者

●
用
　
　
途

入
学
に
必
要
な
資
金

の
ほ
か
、
授
業
料
・
下
宿
代
な

ど
在
学
に
必
要
な
資
金

●
限

度

額

学
生
一
人
に
つ
き

200
万
円

●
利
　
　
率

年
１
・
65
％

●
返
済
期
間

10
年
以
内

●
問

合

先

国
民
生
活
金
融
公
庫

八
幡
支
店

1（
６
４
１
）
７
７
１
５

知
的
財
産
権
全
般
に
つ
い
て
、

弁
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

毎
週
木
曜
日
・
午
前

10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３

時
●
場
　
　
所

博
多
駅
東
二
丁
目
６

‐
23
・
住
友
博
多
駅
前
第
２
ビ
ル

※
電
話
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
／
学
／
者
／
募
／
集

‐
福
岡
県
立
直
方
聾
学
校
‐

研
／
修
／
科
／
生
／
募
／
集

‐
福
岡
県
農
業
大
学
校
‐

〜
ご
存
じ
で
す
か
〜

国
の
教
育
ロ
ー
ン

‐
特
許
・
意
匠
・
商
標
‐

な
ん
で
も
110
番

均
等
割

平
等
割

現
　
行

１
６
、
０
０
０
円

２
１
、
０
０
０
円

改
　
定

１
９
、
５
０
０
円

２
３
、
４
０
０
円

引
上
額

３
、
５
０
０
円

２
、
４
０
０
円
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2222
● 公 共 施 設 問 合 先 ●

中 央 公 民 館1（246）2321
東 部 出 張 所1（246）1110
市 民 図 書 館1（245）4664
歴史民俗資料館1（245）4665
シルバー人材センター1（246）4528
なかまハーモニーホール1（245）8000
体育文化センター1（246）2800
勤労青少年ホーム1（245）3511

働 く 婦 人の家1（246）0483
ハピネスなかま1（245）8686
社会福祉協議会1（244）1230
サンクエストなかま1（246）4316
保 健 セ ンター1（246）1611
親子ひろばリンク1（244）0742
パルハウスぼちぼち 1（243）3387
基幹型在宅介護支援センター 1（245）7716

２月の納税
●固 定 資 産 税（4 期）
●国民健康保険税（9 期）

日 曜 家庭記入欄

※　行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

行　　　　事　　　　予　　　　定

1
2

3

4
5
6
７

8
9
10

11
12

13
14

15
16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

26

27
28

29

日
月

火

水
木
金
土

日
月
火

水
木

金
土

日
月
火
水
木
金

土
日
月
火
水

木

金
土

日

○健康相談 深坂公民館　（9:30～11:30）
○市公連館長会 中央公民館　（14:00～）
○母子健康手帳交付 保健センター　（9:30～11:30）
○健康相談 ハピネスなかま　（13:30～15:00）
○１歳６ヵ月児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）
○レインボー広場 ひまわり保育園・遊戯室　（10:00～15:00）
○精神障害者家族会井戸端会議 パルハウスぼちぼち　（10:00～）
○心配ごと相談（弁護士） ハピネスなかま（受付14:00～16:00・相談15:00～17:00）
○行政相談 ハピネスなかま　（15:00～17:00）
○こすもす保育園作品展（7日～8日） こすもす保育園 （9:00～17:00・8日は10:00～15:00でバザーもあり）

○わんぱく広場と育児相談 保健センター　（受付9:30～10:00）
○税の相談 ハピネスなかま　（13:30～16:00）
○下水道相談 市役所別館３階・ロビー　（13:00～16:00）
建国記念の日
○特設人権相談 ハピネスなかま　（13:30～15:30）
○交通事故相談 ハピネスなかま　（10:00～15:00）
○教育相談 市役所３階・教科書展示室　（9:00～16:00）

○ひまわり保育園作品展（14日～15日） ひまわり保育園　（9:00～17:00・15日は12:00まで）
○こすもす保育園のじんけんコンサート こすもす保育園・遊戯室　（10:30～11:30）

○４ヵ月児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）

○心配ごと相談（弁護士） ハピネスなかま（受付14:00～16:00・相談15:00～17:00）
○行政相談 ハピネスなかま　（15:00～17:00）
○親子ひろばの日 親子ひろばリンク　（11:00～15:00）
○第44回中間市卓球大会 体育文化センター　（9:00～）
○わんぱく広場と育児相談 保健センター　（受付9:30～10:00）

○親子ひろばの日 親子ひろばリンク　（10:00～15:00）
○社会保険事務所年金相談 ハピネスなかま　（10:00～15:00）
○３歳児健診 保健センター　（受付13:15～13:45）
○教育相談 市役所３階・教科書展示室　（9:00～16:00）
○住宅鉱害相談 市役所別館２階・都市整備課　（10:00～12:00）
○子育て支援センターの子育て講座 ひまわり保育園・遊戯室　（10:00～11:30）
○母子健康手帳交付および母親学級 保健センター　（14:00～16:00）
○健康相談 保健センター　（13:30～15:30）
○心配ごと相談 ハピネスなかま（受付14:00～16:00・相談15:00～17:00）
○ワールドミュージックツアー「フラメンコの世界」 なかまハーモニーホール（19:00開演）

環境美化の日


